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私
の
記
憶
に
あ
る
の
は
、「
い
つ

も
ニ
コ
ニ
コ
の
タ
カ
ラ
さ
ん
」
。
ど

の
方
に
聴
い
て
も
み
な
さ
ん
そ
う

お
っ
し
ゃ
る
。
市
議
会
議
長
に
も
な

ら
れ
た
方
だ
っ
た
が
、
庶
民
的
で
威

張
ら
ず
奢
ら
ず
、
穏
や
か
で
優
し

く
、
真
面
目
で
誠
実
、
人
柄
が
変
わ

ら
な
い
安
心
感
を
抱
い
て
終
生
付

き
合
っ
て
い
け
る
お
方
だ
っ
た
。 

１
５
年
前
に
出
会
っ
た
時
の
タ

カ
ラ
さ
ん
は
市
議
会
議
員
。「
地
域

の
未
来
の
た
め
に
、
議
員
さ
ん
で
も

行
政
職
員
で
も
商
店
主
で
も
あ
ら

ゆ
る
人
々
が
力
を
合
わ
せ
・
・
・
、

と
い
う
の
が
良
い
ね
」
と
、「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
設
立
趣
旨
書
」
に
も
ろ
手
を
挙
げ

て
い
ち
早
く
会
員
に
な
っ
て
く
だ

さ
っ
た
タ
カ
ラ
さ
ん
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そ
れ
か
ら
は
、
北
浦
和
の
「
日
本
国

際
基
金
」
へ
「
日
本
語
教
育
施
設
創
設
」

に
関
す
る
調
査
・
研
究
の
た
め
に
ご
一

緒
し
た
の
を
始
め
、
議
会
な
ど
の
公
務

の
合
間
を
縫
っ
て
数
多
く
の
勉
強
会
へ

も
顔
を
出
し
て
く
だ
さ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
総

会
に
は
市
議
会
議
長
だ
っ
た
時
以
外
は

欠
か
さ
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

「
耳
は
不
自
由
だ
が
、
こ
の
会
の
学
習

会
や
研
修
旅
行
は
た
め
に
な
る
し
楽
し

い
」
が
口
癖
だ
っ
た
。 

「
議
員
を
退
い
て
以
後
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
名
刺
を
作
っ
て
配
っ
て
い
る
ん
で

す
よ
」
と
愉
快
そ
う
に
言
わ
れ
、
こ
ち

ら
も
胸
が
詰
ま
る
ほ
ど
感
激
。
「
今
年

も
ま
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
研
修
旅
行
ご
一
緒
し

ま
し
ょ
う
！
」
「
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
よ
」。
そ
う
約
束
し
て
１
週
間
後
の 

 
 
 
 

2004 年 8 月 1 日ふじさんホールにて開催した

本ＮＰＯ法人主催国際映画祭「山の郵便配

達」の時のスタッフとしてのタカラさん。 

５
月
２
９
日
の
衝
撃
！ 

あ
の
笑
顔
を
思
い
浮

か
べ
る
と
、
い
ま
だ
に
涙

の
抑
え
よ
う
が
な
い
。
６

年
前
、「
市
直
営
青
少
年

セ
ン
タ
ー
の
現
況
を
知

り
た
い
」
と
い
う
私
た
ち

の
要
請
に
正
面
か
ら
応

え
て
く
だ
さ
り
、
当
時
の

行
政
ト
ッ
プ
の
方
々
の

協
働
を
得
て
、
デ
ー
タ
の

収
集
に
努
め
て
く
だ
さ

っ
た
。 

   

こ
う
し
た
こ
と
が
基
と
な
っ
て

市
の
支
持
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

現
在
の
「
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
市

指
定
管
理
」
が
実
現
し
た
の
だ
っ

た
。
そ
の
お
陰
を
も
っ
て
、
私
た

ち
は
議
員
と
し
て
の
タ
カ
ラ
さ
ん

が
望
ん
で
い
た
市
の
歳
出
削
減
、

地
域
住
民
の
知
恵
や
力
の
発
揚
、

中
高
年
の
雇
用
に
よ
る
健
康
増
進

な
ど
、
多
く
の
市
民
利
益
に
つ
な

が
る
活
動
を
し
て
い
る
。 

私
は
い
ま
、
こ
み
上
げ
る
感
謝

の
念
と
と
も
に
タ
カ
ラ
さ
ん
の
筆

跡
を
目
と
手
で
な
ぞ
り
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

す
る
活
動
を
積
み
上
げ
て
い
こ
う

と
、
心
を
固
め
て
い
る
。 

タ
カ
ラ
さ
ん
は
、
い
つ
ま
で
も

私
た
ち
の
大
切
な
仲
間
。 
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ポ
チ
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ま
の

ポ
チ
た
ま
の

ポ
チ
た
ま
の

ポ
チ
た
ま
の
部
屋
部
屋
部
屋
部
屋    

    

昨
年
１
１
月
末
、
８
１
歳
で
亡
く
な
っ

た
俳
優
・
菅
原
文
太
は
生
前
、「
政
治
の
役

割
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
国
民
を
飢
え
さ

せ
な
い
こ
と
。
も
う
一
つ
は
絶
対
に
戦
争

を
し
な
い
こ
と
だ
」
と
言
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
こ
の
２
～
３
年
の
動
き
を
見
て
い

る
と
、
こ
の
国
は
戦
争
を
す
る
国
に
刻
々

と
近
づ
い
て
い
る
気
が
す
る
。
そ
ん
な
流

れ
の
中
で
そ
う
遠
く
な
い
う
ち
に
「
平
和

の
た
め
の
戦
争
は
必
要
だ
」
と
う
屁
理
屈

が
登
場
し
そ
う
だ
。
こ
れ
は
「
健
康
の
た

め
な
ら
死
ん
で
も
良
い
」
と
い
う
理
屈
と

同
じ
で
あ
る
。
騙
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

「
正
し
い
戦
争
よ
り
も
悪
い
平
和
の
方
が

ま
し
だ
」
と
い
う
言
葉
を
肝
に
銘
じ
た
い

（
Ａ
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青少年センターの課題に関するタカラさんのメモ青少年センターの課題に関するタカラさんのメモ青少年センターの課題に関するタカラさんのメモ青少年センターの課題に関するタカラさんのメモ    

Kaiho １ 



 

リニアどきどき体験乗車 
  

  会員 渡 辺  愽    
 

平成２７年度第一回目の県民向けリニア体験乗車の抽選

に見事当選。以前から何回となく応募してきたが、当選は初

めてのこと。夢の国家プロジェクトであるリニア中央新幹線

に乗れることとなった。 

５月２９日当日、山梨リニア実験センターに私が着いた

時、すでに１０人程の人達が集まっていた。「シュゴォ－」

と風きり音が聞こえて来たので線路の方を見るとリニアが

走っているではないか。時速５００㎞で目の前を通過してい

く姿は圧巻で、見学センターの窓が揺れ、すさまじい衝撃だ。 

いよいよ受付が始まり、待合室に入ったところ、実験線の

延伸後初めての県民向け試乗会であり、５５倍以上の高倍率

等の話題性があったのだろうか、報道関係者が多数来てい

た。 

普通の電車よりもコンパクトに作られている感じの車内

は、横２×２の座席配列、シートベルトも着いてなく、もっ

と近未来的な内装を想像していたが、意外と普通の造りのよ

うに感じた。まず実験センターから上野 

原市まで向かって 時速２７０㎞に到達、その後名古屋へ向

かって最高速度５００㎞まで持っていき、笛吹市に至ったと

ころで折り返し、再び５００㎞で上野原市を目指し、実験セ

ンターへ戻るという３０分ほどの行程。行ったり来たりしな

がらたっぷりと乗せてくれ、なかなかのサービスぶり。この

行程表は座席前方の画面に映し出されていた。 

「間もなく発車します」。膨らむ期待と、ちょっとの

緊張。いよいよリニアが動き出し１分程で１６０㎞に到

達、車体がフワッと浮き上がり、タイヤが路面と接する

「ゴー」という音も消え車輪走行から浮上走行に切り替

わったのが音と振動で分かった。飛行機みたいな感覚

で、トンネル内の蛍光灯が１本の線につながっている様

子で早さを感じた。車内には速度表示版が複数設置さ

れ、車両が速度を増すごとに期待感が高まった。「５０

０㎞」を示すと、喚声とともに拍手がわき起こった。そ

の後は徐々に減速し実験センターへ戻るが、１６０㎞あ

たりでも「遅い」なんて感じてしまうから、人間の慣れ

とは恐ろしいものだ。しかし、実験センターへ着き 降

車するときには、みなさんのホクホクした顔が印象的だ

った。 

２０２７年(平成３９年)の開業を待つことなく、乗り心地をひと足早く体験することができた。今から

１2 年後にリニアが予定どおり開業したとしても、元気で乗車できるとは考えにくく 

あの世へのお土産が一つ増え、大満足の一日でした。                       （完） 

Kaiho ２ 



 
兄と妹……その絆に生きて    

  
会員 木暮 ひとみ 

 

半世紀以上前のことだが、私がまだ小学生の夏休みのある日、兄に誘われて、家の近くの広場に行った。 

この広場は、製紙会社の跡地で、東京の王子製紙の工場があった場所だと姉から聞いた。ガラーンとし

た大きな建物と、水が入っているプールのようなものがあったのを覚えている。近くの山から伐採した木

材を水に付けて置くための「池」だったらしい。 

今、その広場は市営住宅になっているが、長い

年月がたち、老朽が目立っている。 

その時、兄が広場に誘ってくれたのは、自転車

に乗る練習の為だった。初めてだったので、最初

はあまり気が進まなかったが、自転車の荷台を押

さえてもらい右に左にハンドルをゆらしながら、

何度も転び、すりむいて血がにじんでいる足を見

ながら繰返し練習をした。 

いつの間にか、早くひとりで乗れるようになりた

いと、夢中になっていた。 

「押さえているから大丈夫、前だけ見ていけ」と

言われ夢中になってこいだ。自転車からどうして降

りたのか、覚えていないが、後ろを振り向いたら兄

が遠くで手を振っていた。ひとりで乗れたと嬉しく

なり、遠くに見える兄に向って自転車を走らせた。 

夏休みの一日の出来事だったが、今でも忘れられ

ない。 

私が成人してから、兄にダンスを教えてもらった。 

戦前から戦後にかけて、富士浅間神社の前に、大

きなダンスホールがあったと聞いている。兄はそこ

に通ったのか、ダンスが上手だった。 

姉は楽しそうにダンスをしている兄を時々窓越し

に覗いていたようだ。私が今、楽しく踊れるのは兄

のお陰だと思っている。 

そんな兄も、去年、喜寿を迎えたが、毎年、大晦

日になると、年越しそばを届けてくれる。３０年ほ

ど前から、親戚や友人の家を一日かけて訪問してい

る。これも長い間、兄の楽しみのひとつだったと思

う。 

しかし、去年の大晦日はいつもと違った。兄のそばを待っていたのだが、何の前触れもなく届かなかった。

「兄も年を取ったのか」と思った。 

聞けば先日、兄はついに免許証を返上したと言う。若い頃と違い車の運転が大変なのだろう。これから何年、

元気な兄との付き合いが出来るだろうか。そう思うと、少し寂しくなってきた。 

Kaiho ３ 

昭和３５～３６年頃の 
自転車に乗って買い物をする姿 
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1. 青少年センター赤い屋根“スプリングフェスティバル” 

5 月 10 日(日) お天気に恵まれ、大勢の人達が足を運んでくれました。 

参加者約 585 名。富士トランペット鼓隊の演奏に始まり、発表ステージ、体験コーナー、サイエンス実

験、フリーマーケットなどなど参加した人がたくさん楽しめるイベントとなりました。“念願”のお花

いっぱいの庭と野外ステージで、さまざまな人が集う情景はとても感動的でした。子供達も喜んでくれ

たと思います。ありがとうございました。 

2. 台湾の旅行者の子どもと母親のための茶道体験 

4 月 6 日(月) 小さい子供とお母さんのための茶道体験講座が、本栖寺にて行われました。小さい子た

ちも興味しんしんで、一生懸命正座をしてお抹茶を飲む姿はとてもほほえましかったです。 

3. 害虫駆除とレクリェーションホールのワックスがけ 

6 月 15 日(月) 赤い屋根の男性職員たちによる毎年恒例の害虫駆除とワックスがけが行われました。お

疲れ様でした。 

4. 決算報告と研修会 

6 月 16 日（火）「Ｈ27 年度決算報告と今後の展望について」と題して志村会計事務所の志村博良先生に

お話しを伺い、これからの赤い屋根の経営について勉強する機会をもつことができ、有意義でした。 

 

Kaiho ４ 



 

   

 「自主規制」の怖さ！－最近の風潮を憂慮－ 
  

 

                                 会員 秋 山 紀 勝 
 
今年、年末年始のテレビ番組を見ていて、漫才やバラエティー番

組などで世相を風刺する場面が極めて少ないと感じた。この種の全

ての番組を観たわけではないので、一概に決めつけられないが、同

じ感じを持った視聴者は多かったのではないか。 

昔は強烈に社会・政治などを風刺した漫才師などがいた。テレビ

を観る時、そんな風刺に期待し溜飲を下げたものだ。コロンビアト

ップ・ライトなどはそんな漫才師の代表格だった。 

私は昨年夏、一部のメディアが取り上げた「梅雨空に『九条守れ』

の女性デモ」という俳句を覚えている。当時の新聞報道などによる

と、さいたま市大宮区の７３歳の女性が、同市大宮区の三橋公民館

の俳句教室 

で詠んだもので、三橋公民館が毎月発行している「公民館だより」７月号に載せる作品として、約４０句

の中からこの句が選ばれた。 

しかし、公民館側は「意見が二つに割れている問題で、一方の意見だけを載せるわけにはいかない。

７月号は俳句欄を削除する」として掲載しなかった。当時、この俳句を作った女性は「九条を守れ、と

いう考えに反対する人もいるので、公民館は批判を恐れて自主規制したのかも知れない」（平成２６年７

月４日 東京新聞）と言っていた。そして今年６月２５日、女性は、さいたま市に対して「俳句掲載と

慰謝料二百万円を求める」訴訟をさいたま地裁に起こした。その理由は「憲法が保障している表現の自

由の侵害に当たる」などとしている。 

戦後最低の投票率（小選挙区で５２・６６％）を記録した昨年１２月の総選挙でも似たようなことが

起きていた。ある新聞によれば、公示日（１２月２日）から一週間のＮＨＫとＥテレ、在京民放キー局

５社の選挙関連の総放送時間は今回、２４時間１７分５６秒だった。しかし、前回（２０１２年）は３

７時間１１分４５秒だった。これが低投票率のひとつの原因になったとも言える。 

どうしてこんなに激減したのか？ その理由として「自民党が公示前にＮＨＫと在京民放５社に、公

平な報道を求める、という文書を送り、出演者の選定などにまで細かく口を出したことの影響ではない

か」という見方がある。民放各社は「この文書で委縮しない」とコメントしているが、結果的に「自主

規制したのではないか」と疑われてもおかしくない。 

さて、年末年始のテレビ番組の件だが、お笑いコンビの爆笑問題は「ＮＨＫのお笑い番組（１月３日）

に出演した際、事前に用意していた政治家に関するネタを局側に没にされた」「自粛なんですよ」などと

ＴＢＳのラジオ番組で話している（１月８日、朝日新聞）。 

その後も憲法が保障する表現の自由を侵害するような出来事がいくつか起きているが、原稿の長さの

関係からここではあえて触れない。ただ、表現の自由は最大限に確保しておくべきで、「自主規制」「自

粛」などはもってのほかである、と強調しておきたい。  

                  （以上） 

Kaiho ５ 



 

 事務局だより 
 

 

 ☆４月１５日午後２時、第７回「教養講座」市民ふれあいセンター大会議室にて開催。 

   講師は、元朝日新聞記者秋山紀勝氏、演題は、「まちづくりが当面する表と裏」 

   Ａ，平成の大合併による各自治体の思惑が絡み合い争いが絶えなかった話。 

   Ｂ、地元「かつぬま朝市」成功例の検証。 

     出店者自らが作り上げる気構えがお客さんを呼び込む第１の秘訣。 

     行政と距離を置いた作戦、口コミの強さ、お客さんを大切にする。など講話。 

   Ｃ、市営観光施設を民営化にしたい市当局に対する矛盾を追及しているお話。 

     など氏独自の知見を開陳し参加者に感銘と教唆を与えた。参加者３２名 

☆５月２３日午前１０時、青少年センター研修室に於いて、第１３回特定非営利活動法人「富士北麓まちづく

りネットワーク」定期総会開催。参加者３４名 

   主要テーマ、①国際交流等基本理念の原点回帰確認②青少年センターふれあいセンター両施設の指定管

理再チャレンジについて③有償ボランティア定年制および 

   若返り策についてなど真剣に討議し滞りなく閉会。 

☆４月５日午前１０時、市民ふれあいセンタ会議室に於いて第２４回北麓雀健クラブ富士吉田大麻雀大会、３

２名の精鋭を集め熱戦開催。次回８月２日(日)予定 

☆９月１２日(土)第１０回市民ふれあいセンター祭り開催。 

 今年のテーマは、「継続のチカラ」プラス「若い力」７月４日第一回スタッフ会議開催。 

☆本号に「文章講座」木暮ひとみさんのエッセー掲載。第４回目です。ご愛読下さい。 

≪≪≪≪ふれあいふれあいふれあいふれあい川柳会川柳会川柳会川柳会≫≫≫≫ 
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会報原稿大募集！！ 
    

mkin1962@ybbmkin1962@ybbmkin1962@ybbmkin1962@ybb....nenenene....jpjpjpjp    までまでまでまで    

広報渉外部会では会報原稿を随時募集しています。街づくりに広報渉外部会では会報原稿を随時募集しています。街づくりに広報渉外部会では会報原稿を随時募集しています。街づくりに広報渉外部会では会報原稿を随時募集しています。街づくりに

関することはもとより、何気ない日常の中で感じたことなど、テ関することはもとより、何気ない日常の中で感じたことなど、テ関することはもとより、何気ない日常の中で感じたことなど、テ関することはもとより、何気ない日常の中で感じたことなど、テ

ーマは限定していませんーマは限定していませんーマは限定していませんーマは限定していません。。。。お気軽に投稿してください。投稿方法お気軽に投稿してください。投稿方法お気軽に投稿してください。投稿方法お気軽に投稿してください。投稿方法

については、事務局まで問い合わせをお願いいたします。については、事務局まで問い合わせをお願いいたします。については、事務局まで問い合わせをお願いいたします。については、事務局まで問い合わせをお願いいたします。左左左左記の記の記の記の

アドレスにても受付ています。アドレスにても受付ています。アドレスにても受付ています。アドレスにても受付ています。    

    

会報「ぼちぼち」は、インターネットホームページでもご覧いただけます。会報「ぼちぼち」は、インターネットホームページでもご覧いただけます。会報「ぼちぼち」は、インターネットホームページでもご覧いただけます。会報「ぼちぼち」は、インターネットホームページでもご覧いただけます。    

アドレスは、アドレスは、アドレスは、アドレスは、    http://www.geocities.jp/mkin1962/http://www.geocities.jp/mkin1962/http://www.geocities.jp/mkin1962/http://www.geocities.jp/mkin1962/ 
  

Kaiho ６ 


